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研究成果の概要（和文）：本研究では各議員の選出された州の民主主義の程度が立法過程の各段階での議員行動
に与える影響を明らかにするため、連邦制を採るアルゼンチンとブラジルの上院議員の委員会と本会議での行動
を分析した。その結果、ブラジルでは、州知事選における競争性の低さが州知事の選挙連合に所属する上院議員
の記名投票での一体性の強さにつながること、アルゼンチンでは委員会における再選経験のある州知事の子飼い
の上院議員のシェアが大きくなるほど法案が棚上げ廃案となる可能性が高まること、等が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In order to unpack the influences of subnational democracy over national 
legislative behavior at each phase of the legislative process, this study analyzes committee 
behavior and floor behavior of Argentine and Brazilian senators. This study shows that less 
competitiveness in gubernatorial elections leads to more unity in roll-call behavior of senators who
 are affiliated with governors’ electoral coalitions in Brazil, whereas committees with higher 
share of reelected governors' subordinates tend to shelve more presidential bills in the Argentine 
Senate.

研究分野： 比較政治学　ラテンアメリカ政治

キーワード： 政治学　サブナショナル権威主義　連邦制　アルゼンチン　ブラジル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
サブナショナル権威主義に関する議論は比較議会研究における議論との親和性が極めて高いにもかかわらず、国
内外の比較政治学において意識されてこなかった。よって、両者の架橋を試みた本研究の意義は大きい。また、
本研究の知見は選挙制度と立法過程の特徴が議会の法案審議に影響を及ぼすことを示しており、我が国における
選挙制度改革や国会改革に関する議論にも貢献すると考えられる。さらに、ラテンアメリカの上院を対象とした
研究は極めて少ないため、本研究の成果に言及する論文も出版され始めている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 多くのラテンアメリカ諸国は 1980 年代から 1990 年代にかけて民主化し、民主主義が定着し
ているが、民主主義の質を巡る議論が近年注目を浴びている。中でも多くの研究者の注目を集め
ている研究テーマの一つが、「サブナショナル権威主義（subnational authoritarianism）」である。
ギブソン（Gibson 2012）によれば、国政レベルにおいては民主化が進み、民主主義が定着してい
るにもかかわらず、地方政治において権威主義が残存している状態を指す概念であり、アルゼン
チンのサンティアゴデルエステロ州やメキシコのオアハカ州がその例として挙げられる。ただ
し、既存の研究のほとんどは同概念の測定方法かサブナショナル権威主義の維持・変化のメカニ
ズムを説明しようとするものであり、地方政治のそのような状況が国政に与える影響が論じら
れることはほとんどない。 
 
(2) 一方、議会研究においては、連邦制下の多くの国で下院議員が州知事の意向に従って行動す
ると論じられているが、これらの研究の統計モデルの推定結果は必ずしも説得的なものではな
く、ロサスとラングストン（Rosas and Langston 2011）が示した特定の州から選出された下院議
員の凝集性の高さも、州知事の影響力を示しているかどうかは不明である。連邦制下において州
の利益を代表するのは上院であることから、地方政治の国政への影響を明らかにするには、上院
を分析する必要があると考えられる。 
 
２．研究の目的 

 
上記の背景を踏まえ、本研究では連邦制を採るアルゼンチンとブラジルの上院議員の委員会

と本会議での行動を分析し、彼らの選出された州の民主主義の程度が立法過程の各段階での議
員行動に与える影響を明らかにする。まず、サブナショナル権威主義研究や議会研究に関する先
行研究の幅広い批判的検討を通じ、選出州の民主主義の程度と上院議員の委員会と本会議での
行動パターンの関係を説明する理論的枠組みを構築する。そして、アルゼンチンとブラジルにお
けるデータ収集およびインタビュー調査を通じて得られた定性的・定量的情報をもとに、理論枠
組みの妥当性を検証する。制度的類似性が高いものの多様性のある両国の国家間比較と地域間
比較を行い、他地域の事例にも含意のある地方レベルにおける民主主義の程度と国会議員の行
動パターンの関係の一般化を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 本研究は第 1 に、サブナショナル権威主義に関する先行研究の幅広い批判的検討を通じ、各
州における民主主義のどの側面に注目するのかを確定する。第 2 に、選出州の民主主義の程度と
上院議員の行動パターンの関係を説明する理論的枠組みを構築する。そして第 3 に、その理論的
枠組みの妥当性をアルゼンチンとブラジルの上院議員のプロフィールデータや記名投票データ、
委員会データ、インタビュー調査から得られた情報をもとに検証する。 
 
(2) 本研究では、アルゼンチンとブラジルという 2 つの連邦制国家を事例として用いる。何れの
国も 1980 年代に民主化したラテンアメリカの大国であり、連邦制・大統領制を採用しているな
ど、制度的な類似性が高い。一方、候補者選出や州知事の連続再選規定の地域差などの面におい
て、両国は大きく異なっている。よって、国家間比較と地域間比較を組み合わせることにより、
理論的枠組みを多角的に検証することが可能である。 
 
(3) 定性的・定量的情報の収集のため、研究代表者は 2017 年 7～9 月にアルゼンチン・ブラジル
両国で、2019 年 3 月・7 月・10 月にアルゼンチンで、2019 年 9 月にブラジルでそれぞれ現地調
査を行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) ダイアモンド（Diamond 2015）は、民主主義の崩壊や退行の増加，新興国における政治的権
利・市民的自由・法の支配の後退，アメリカ合衆国に代表される先進民主主義国における民主主
義のパフォーマンスの悪化などを指摘し，2006 年ごろから長期的な「民主主義の後退」が生じ
ていると論じているが、地方における「手続き的」民主主義もその例外ではない。「民主主義の
多様性」（Varieties of Democracy: V-Dem）プロジェクトの「地方選挙自由公正（subnational elections 
free and fair）」変数の変化に注目すると、2007 年以降新興民主主義国の地方選挙における自由公
正度に後退が見られ、2014 年時点では多くの国で選挙結果に影響を及ぼさない程度の選挙不正
が生じる状態になっていた。（この点について、2018 年に出版した『後退する民主主義、強化さ
れる権威主義』の担当章で指摘した。）ただし、この傾向は少なくとも 2012 年までのアルゼンチ
ンと 2015 年までのブラジルには当てはまらず、その後数値に変動は見られるものの、両国の地
方選挙は自由公正であるとの評価を受けている。 
 



(2) 既存のサブナショナル権威主義研究においてはその測定方法が重視されてきた。例えば、ア
ルゼンチンとメキシコ各州の地方政治を比較したヒラウディ（Giraudy 2015）は州レベルにおけ
る政権交代、州知事選・州議員選の競争性と透明性を、アルゼンチン各州について「地方民主主
義指数（Subnational Democracy Index）」を構築したヘルバソーニ（Gervasoni 2018）は州知事選・
州議員選の競争性、州知事所属政党の州議会におけるシェア、州知事の再選制限と後継候補者と
の関係を、ブラジル各州に注目したボルジェス（Borges 2007）は州知事選の競争性、州知事所属
政党・政党連合の州議会におけるシェア、特定政党による州知事ポストの独占の度合いをそれぞ
れ変数化している。以上のように、各州における民主主義の程度の測定方法はまちまちであるが、
地方選挙における競争性と州レベルにおける政権交代の頻度という 2 点の重要性については研
究者間の合意が見られる。 
 以上の 2 点は、既存の議会研究の議論とも親和性が高い。アルゼンチン下院を対象とした研究
においては、州知事の地方マシーンの独占による議員候補者選出過程への影響力が、州知事によ
る下院議員のコントロールを可能にするとされている（e.g., Jones and Hwang 2005）。また、メキ
シコやブラジルにおいても、地方マシーンの存在と州知事による公的リソースの独占が彼らの
下院議員への影響力を高めると考えられている（e.g., Samuels 2003; Rosas and Langston 2011）。よ
って、本研究でもこの 2 点に注目した。 
 
(3) 各州における民主主義の程度と本会議における上院議員の行動との関係については、「仮説
１：州知事選の競争性が低いほど、州知事と同じ選挙連合の上院議員の記名投票における一体性
が高まる。」「仮説２：州知事の選挙連合の安定性が高いほど、州知事と同じ選挙連合の上院議員
の記名投票における一体性が高まる。」という 2 つの仮説の検証を行った。 
まず 2001～2007 年にアルゼンチン上院で実施された 1020 の記名投票と 2003～2014 年にブラ

ジル上院で実施された 610の記名投票のデータベースを作成し、各上院議員の理想点（ideal point）
を党派性が対立軸であることを示す一次元モデルによって推定した。そして、既存の研究（e.g., 
Jones and Hwang 2005）と同様に、州知事の選挙連合に所属する上院議員達の理想点のメディア
ンの標準偏差から、それらの上院議員の所属する政党の全議員の理想点のメディアンの標準偏
差を引いた値を従属変数とした。（この値が正である場合、州知事の選挙連合に所属する上院議
員達は、彼らの所属する政党の凝集性以上の一体性を記名投票において示しているということ
になる。） 
ただし、任期 6 年で 2 年ごとに 3 分の 1 が改選されるアルゼンチン上院の各州の定数は 3（第

一党が 2 議席、第二党が 1 議席獲得）、任期 8 年で 4 年ごとに 3 分の 2 もしくは 3 分の 1 が改選
されるブラジル上院の各州の定数は 2 または 1 であり、州知事の選挙連合に所属する候補が必
ずしも複数当選できるとは限らない。そこで、州知事の選挙連合に所属する上院議員が複数いる
か否かの条件も考慮した上でヘックマンモデルによる仮説検証を行ったが、ブラジルのデータ
についてのみ仮説 1 が支持された。すなわち、ブラジルでは、州知事選における競争性の低さが
その直後の 4 年間における州知事の選挙連合に所属する上院議員の記名投票での一体性の強さ
につながることが明らかになった。（この知見については、2019 年 4 月に開催されたアメリカ中
西部政治学会（MPSA）の大会にて報告した。） 
 
(4) 各州における民主主義の程度と委員会における上院議員の行動との関係については、両国の
委員会における委員構成の特徴が大統領提出法案の審議結果に与える影響を分析した。委員会
においても両国の上院議員の行動パターンは大きく異なっている。アルゼンチンで 1983～2007
年に上院委員会で審議された 658 本の大統領提出法案の場合、法案審議を担当した委員会にお
ける再選経験のある州知事の子飼いの上院議員のシェアが大きくなるほど法案が棚上げによる
時間切れ廃案となる可能性が高まる。（この点について、2018 年に出版した Presidents versus 
Federalism in the National Legislative Process で指摘した。）他方、ブラジルで 1995～2014 年に上
院で審議された 627 本の大統領提出法案の場合、法案審議を担当した委員会における州知事の
政党連合に属する上院議員のシェアが大きいほど法案修正の可能性が低くなることが示された。 
 
(5) 両国における上院議員の行動パターンの違いは、選挙制度と立法過程の特徴の差異によって
説明できると考えられる。議員は自身の政治的キャリアにとって重要なアクターにアピールす
べく、委員会における大統領提出法案の修正などの「業績誇示（credit-claiming）」や本会議での
記名投票などを通じて自身の態度を明らかにする「態度表明（position-taking）」を行う。アルゼ
ンチンの場合、州知事が候補者選出過程に絶大な影響力を有しているため、有権者ではなく州知
事にたいする業績誇示が重要である。また、同国上院では委員会における議決が全会一致を基本
としているため、一委員が法案を阻止できる可能性が高い。そのため、委員会における業績誇示
が優先される。他方、ブラジルの場合、候補者中心の選挙制度が採用されており、有権者への態
度表明が必要不可欠である。さらに、同国上院の委員会における決定方式は集権的であり、委員
長と彼の指名する「報告者（relator）」を中心に審議が進められる。よって、ブラジルでは委員会
における業績誇示よりも本会議における態度表明が優先されると考えらえる。 
 
(6) 得られた成果の国内外における位置づけとインパクト：本報告書からも明らかであるように、
サブナショナル権威主義に関する議論は比較議会研究における議論との親和性が極めて高いに



もかかわらず、国内外の比較政治学において意識されてこなかった。よって、両者の架橋を試み
た本研究の意義は大きい。また、本研究の知見は選挙制度と立法過程の特徴が議会の法案審議に
影響を及ぼすことを示しており、我が国における選挙制度改革や国会改革に関する議論にも貢
献すると考えられる。さらに、ラテンアメリカの上院を対象とした研究は極めて少ないため、
2018 年に出版した Presidents versus Federalism in the National Legislative Process に言及する論文も
出版され始めている（e.g., Clerici 2020）。 
 
(7) 今後の展望：近年の比較政治学では再び行動論に注目が集まっており、制度を対象とする議
会研究はやや停滞気味である。その背景には、90 年代後半から 2010 年代前半にかけて比較議会
研究が大幅に進み、選挙制度による議員行動の説明がやり尽くされたように見受けられる点も
あると思われるが、本研究で示された立法過程の特徴の影響に関する多国間比較はほぼ行われ
ていない。また、地方における民主主義の程度も、国政レベルにおける世界的な「民主主義の後
退」潮流の中で大きく変化していくと考えらえる。よって、ラテンアメリカに限らない多国間比
較を視野に入れた研究を今後の課題としたい。 
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